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『まちかど博物館 親子職人講座』～手仕事の達人にいざ弟子入り！～ 

 
飯田には、手仕事の素晴らしさと伝統の技の大切さを守り続ける職人さんたちがたくさんいらっしゃいます。職

人の皆さんのその深い人間性と生き方は、次世代を担う子どもたちへ伝えていきたい、飯田の宝です。 
飯田市教育委員会では、平成 18 年度より、職人の皆さんに親子（主に小学校高学年が対象）で弟子入りし、手

仕事の体験をさせていただく講座を開催してきました。これまで「曲げ物」「草木染の織物」「ミシン刺繍」「裂き織

り」「布団」「提灯」の講座を行っています。今回は、平成２０年度に行った講座の様子を紹介します。 

 

 
 

「裂き織り」とは、古くなった布を細く裂いて糸にして織

り込んだ平織りのことで、江戸

時代に、ものを大切にしていた

庶民が考えたといわれていま

す。今回は、この道３０年の田

中百合子さんに教えていただ

き、親子で１つずつ、ランチョ

ンマットを作りました。 
好きな色の古布を選んで細く裂いたら、まずは子どもか

ら織り機に挑戦です。田中さんが隣に寄り添って丁寧に教

えてくれました。田中さんの優しい指導で子どもたちは

徐々に上達していきます。「そうそう！その調子」子ども

たちの上達ぶりに、田中さんが応えてくれます。４０ｃｍ

ほど織れたら、次はお母さんに

バトンタッチです。子どもがお

母さんの隣に寄り添って、「次

は足を踏むんだ よ！そうそ

う！」と教えてあげる場面も。

「紐をつけてポシェットにし

たい！」と話してくれる子もいました。 

 
 

 今回の達人は、金山ふとん店の松澤登喜子さんと金山社

長のご兄妹です。２回に渡って

開催し、１回目は金山さんが布

団や綿についてお話をしてく

れ、布団のいろいろな素材にも

触れさせていただきました。２

回目は、妹の松澤さんが座布団づくりを教えてくれまし

た。実際に作り始めると、綿を手で切る作業などが難しく、

手だけでなく足も使ったりで、

子どもたちは夢中で作りまし

た。綿を折りたたんで「がわ」

と呼ばれる布にすっぽりと入

れたら、もう少しで完成です。

「大丈夫。大丈夫！できるよ」

松澤さんが子どもたちに声をかけてくれます。難しいとこ

ろはお母さんにちょっと手伝ってもらって、ふかふかのマ

イ座布団が出来上がりました。「おじいちゃんとおばあち

ゃんに作ってあげたい」「クッションみたい」と子どもた

ちも大満足でした。 

 
 
 
春休みに、５組の親子が参加してくれました。今回の達人は、綿屋提灯店の原章二さんご一家

です。飯田でも数少なくなった、貴重な提灯屋さんです。提灯に使っている和

紙は、自分の納得したものを仕入れていること、道具は先代から受け継がれて

きたものを大切に使い、すべて手作りとのお話を聞き、子どもたちも興味深く

聞いています。お話のあと、さっそく提灯づくりに挑戦です。提灯の木型にヒ

ゴを巻く作業では、慎重に巻かないとヒゴが外れてしまうため、子どもたちは息を飲むような真剣

な表情です。その顔は小さな職人のようでした。紙張りの作業を終えたら、自分で考えた好きな文

字を提灯に書きました。自分の名前を書いた子や、好きな文字や花の絵を書いた子もいて、どれも

すばらしい作品になりました。「やったー！出来た～！」完成してガッツポーズです。 
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